
【学校教育目標】 「やさしく 元気で 進んで学ぶ 杉谷っ子の育成」  

～ かがやく杉谷っ子のために ～ 島原市立第四小学校 

学校だより №56 

令和 3 年 5 月 7 日（金） 

文責：校長 大槻浩二 

一人１台端末の活用（GIGAスクール構想） 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 

 
応援団の結団式を行いました。 
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文部科学省が進める「GIGA スクール構

想の実現」により本校にも一人 1 台の PC

端末が整備されました。また、各教室や体

育館にも校内ネットワークの環境が整備

されました。 
 

これからの子どもたちにとって PC 端末

は鉛筆やノートと並ぶマストアイテムで

す。今や、仕事でも家庭でも、社会のあら

ゆる場所で ICT の活用が日常のものと

なっています。 
 

本校では、今年度から外国語科・外国語活

動の授業研究を進めると同時に学力向上

の一環として「PC 端末を活用した授業作

りや家庭学習での活用」の研究を進めてい

きます。 
 

そのため、今年度の日課には毎週水曜日

に「GIGA time」という時間を設け、まず

は触れることからはじめます。また、PC 端

末の活用を推進する担当教員を置き、教職

員の研修推進を図ります。 

 

すでに6年生には一人1台を割り当て、

授業での活用を検証しています。ある国

語の時間では、教員がつくった課題を児

童の端末におくり、その回答を入力さ

せ、回収する授業を行っていました。他

の学年も順次端末を割り当てていきま

す。まずは、教師が使えるように研修を

進め、高学年を中心に授業活用の方法を

検証していきたいと思っています。まず

は、「触れる・使う」ことを目的に学年の

発達段階に応じて指導していきます。 

 

 



【学校教育目標】 「やさしく 元気で 進んで学ぶ 杉谷っ子の育成」  

春の交流会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

※ ５月は運動会一色になります。 

 家庭では休養と栄養を十分にとらせ 

 てください。お願いします！ 
 
 

第四小学校ホームページ 
【ＵＲＬ】 https://4sho.shimabara-edu.com/          ←QR コードで 

※ 子どもたちのいきいきとした姿をご覧ください！         ジャンプ！ 
 

島原市内小・中学校、特別支援学級の春

の交流会が４月３０日に第一小学校で行

われました。本校からは、なかよし学級と

たんぽぽ学級の６名と保護者のみなさ

ま、担任・校長が参加しました。 

 

昨年度からこの交流会は、ブロック開催

で行われています。今年度は、第一小、第

二小、第四小、三会小、第一中、三会中か

ら８０名ほどの参加でした。それぞれの

自己紹介の後、レクリエーションなどで

交流を深めました。 

最初は緊張していた子どもたちも次第

に慣れ、心と体を使って楽しみました。保

護者同士の情報交換会もあり、お互いが

「つながる」貴重な時間となりました。 

 
 

 

親
の
想
い
の
伝
え
方 

  

名
優
、
田
中
邦
衛
さ
ん
の
ご
逝
去
を
悼
ん
で
。 

 

大
好
き
だ
っ
た
「
北
の
国
か
ら
」。
ラ
ー
メ
ン
屋
で
の
淳
の
告
白
、
泥

の
付
い
た
一
万
円
札
な
ど
、
い
く
つ
も
の
名
シ
ー
ン
。 

 

ド
ラ
マ
の
内
容
よ
り
、
自
分
の
父
と
重
ね
て
見
て
い
た
。 

 

実
家
は
農
家
で
あ
る
。
そ
の
背
中
を
ず
っ
と
見
て
き
た
。
思
春
期
の
時

は
、
そ
の
偉
大
さ
が
わ
か
ら
ず
、
反
発
し
て
、
都
会
の
学
校
に
出
る
こ
と

を
い
つ
も
夢
見
て
い
た
。 

 

高
校
の
先
生
に
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
先
輩
の
ア
パ
ー
ト
に
宿
泊
さ
せ
て

も
ら
い
、
大
学
入
試
や
合
格
後
の
ア
パ
ー
ト
決
め
、
入
学
式
も
一
人
で
行

っ
た
。
ど
う
せ
、
忙
し
い
か
ら
つ
い
て
き
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
、
最
初
か

ら
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
。 

 

 

そ
の
お
礼
に
父
は
、
自
分
が
作
っ
た
米
や
野
菜
な
ど
を
お
く
っ
た
と
聞

き
、「
な
ん
で
野
菜
？ 

か
っ
こ
悪
か
」
と
言
葉
を
放
っ
た
こ
と
を
今
も

後
悔
し
て
い
る
。 

 

高
校
時
代
は
、
部
活
で
全
国
大
会
や
国
体
な
ど
に
出
場
し
、
そ
の
こ
と

を
ま
る
で
自
分
だ
け
の
力
で
成
し
遂
げ
た
よ
う
な
勘
違
い
を
し
て
い
た
時

代
だ
っ
た
。
傲
慢
だ
っ
た
。 

 

す
で
に
働
い
て
い
た
兄
に
「
お
前
は
何
も
わ
か
っ
と
ら
ん
」
と
殴
ら
れ

た
痛
み
よ
り
、
悲
し
そ
う
な
父
の
顔
を
覚
え
て
い
る
。 

 

今
思
え
ば
、
父
の
最
大
限
の
感
謝
の
伝
え
方
で
か
っ
こ
よ
か
っ
た
。 

  

子
育
て
の
中
で
、
子
ど
も
に
真
剣
に
向
き
合
い
、
親
の
想
い
を
伝
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
機
会
が
あ
る
。 

 

親
の
想
い
の
伝
え
方
。
そ
の
伝
え
方
や
タ
イ
ミ
ン
グ
が
、
そ
の
後
の
子

ど
も
の
人
生
を
変
え
る
。 

 
 


